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職員の安全と健康を守り、業務効率も考えて！
法令遵守は使用者の義務です！

せめて健康で快適に働ける環境を

執務室内の気温28℃以下、湿度70％以下、照度300ルクス以上、スペース10㎥以上
職場環境は法律で守られています！

　事務職場の職場環境を規定している「事務所衛生基準規則」は、労働安全衛生法の規定に基づき、同法を実施するために定められています。
第二条は、事業者は、労働者を常時就業させる室の気積を、労働者一人について、10㎥以上としなければならない。
第五条３は、事業者は、空気調和設備を設けている場合は、室の気温が１７度以上２８度以下及び相対湿度が４０パーセント以上７０パーセント以下になるように努めなければならない。
第十条は、事業者は、室の作業面の照度を、次の表の上（左）欄に掲げる作業の区分に応じて同表の下（右）欄に掲げる基準に適合させなければならない。
	作業の区分
	基準

	精密な作業
	３００ルクス以上

	普通の作業
	１５０ルクス以上

	粗な作業
	７０ルクス以上


と定められており、これを逸脱することは、労働安全衛生法令に違反する不適正で不正な「違法行為」に他なりません。
県当局に「労働安全衛生の確保」を申入れ

春闘要求回答交渉の中でも、労務担当局長から、「節電は執務環境、照度等職員の健康管理に配慮して行っている。法令遵守を基本に労働安全衛生に意を用いる。」と回答がありました。

自治労県職労は6月5日、県当局に対し、職場における労働安全衛生の確保について申入れを行いました（下記のとおり）。
冷房が稼働するのは例年7月からですが、「労働安全衛生法令を遵守するためには、月にこだわることなく、その時の状況に応じて空調を入れるべきである。職員の健康管理上の問題や業務効率を考えて、臨機応変に対応してもらいたい。」と要請しました。
熱中症の予防対策を！

厚生労働省は、熱中症予防を広く国民に呼びかけるため、リーフレットを作成し、各地方自治体等に対して周知依頼を行いました。

リーフレットでは、熱中症の予防法として、①扇風機やエアコンを使った温度調整②水分・塩分補給③通気性のよい衣服を着用するなど、具体的な方法を提示しています。

②と③については、私たちの職場においても個人で対応することはできるでしょうが、①については、個人の努力や工夫でできるものではありません。

厚生労働省は、「気温、湿度が高い日には、決して無理な節電はせず、適度に扇風機やエアコンを使用するようにしましょう」と呼びかけています。

節電を意識するあまり、暑さで体調をくずしては元も子もありません。屋外で活動しているときだけでなく、室内での熱中症も増えていますので、執務環境に注意する必要があります。

２０１４年６月５日

神奈川県知事　　黒岩　祐治　様

自治労神奈川県職員労働組合

中央執行委員長　米倉　尚人

職場における労働安全衛生の確保について（申入れ）

貴職におかれましては、日頃から県民福祉の向上に尽力されていることに敬意を表します。

さて、全国的に猛暑日が続き、熱中症で救急搬送された人が急増、また、死亡者も出ています。

つきましては、職場における健康被害が発生しないよう、次のとおり申し入れますので誠実な対応を要請いたします。

１．時間外も含めて、執務室の気温28℃以下、湿度70％以下、照度300ルクス、執務スペース10㎥等の、労働安全衛生法令を遵守すること。

２．定期的に点検し、組合に情報提供するとともに、必要な改善を行うこと。

第５０回地方自治研究神奈川集会

創ろう、住民自治のゆたかな社会

～脱格差社会づくりへ、公共サービスと労働組合の役割を考える～
【オープニング集会】
日　時：７月５日（土）１３：００～１７：００（受付開始１２：３０）

会　場：ワークピア横浜　２階会議室

（みなとみらい線「日本大通り駅」３番出口より徒歩５分）

講　演：「神奈川における医療と介護の連携について」

講　師：山崎　泰彦さん（神奈川県立保健福祉大学名誉教授）
ディスカッション：自治労神奈川の現場から

【分科会】

日　時：７月１９日（土）１３：００～１７：００（受付開始１２：３０）

会　場：ワークピア横浜
＜分科会概要＞
①「地域防災・危機管理対策」

②「人口増の変化に対応した基礎自治体改革」

③「地方財政理解への導き」

④「脱原発の課題」
⑤「公共交通政策の課題」
⑥「共生社会の実現をめざして」

⑦「集団的自衛権と解釈改憲」
☆参加ご希望の方は、組合事務所まで！
自治労県職労組合員アンケート実施中！
私たちの賃金、残業時間の実態、休暇、人員確保、職場環境、人事評価制度、メンタルヘルス対策、これからの高年齢職員の働き方、職場の問題などについて率直なご意見をお寄せください。

みんなの声を要求に！

☆ご協力をお願いします☆
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自治労神奈川県職員労働組合


　　　　　　　　　　　　中央執行委員長　米倉　尚人





職場における労働安全衛生の確保について（申入れ）





貴職におかれましては、日頃から県民福祉の向上に尽力されていることに敬意を表します。


さて、全国的に猛暑日が続き、熱中症で救急搬送された人が急増、また、死亡者も出ています。


つきましては、職場における健康被害が発生しないよう、次のとおり申し入れますので誠実な対応を要請いたします。


１．時間外も含めて、執務室の気温28℃以下、湿度70％以下、照度300ルクス、執務スペース10㎥等の、労働安全衛生法令を遵守すること。


２．定期的に点検し、組合に情報提供するとともに、必要な改善を行うこと。








＜タイムスケジュール＞


12：30　受付


13：00～14：50　①②④分科会


14：50～15：10　休憩・後半受付


15：10～17：00　⑤⑥⑦分科会


※　③分科会は、13：00～17：00











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































